
千
代
田
測
器

３次元計測の作業負担を軽減

ベ
ク
ト
ル
・
ジ

パ
ン

日本一の協力事務所を目指す

三
谷
産
業

搬出入をシミュレーション

福
井
コ
ン
ピ


タ
ア

キ
テ
ク
ト「ＧＬＯＯＢＥ」をリリース

（１７） （第三種郵便物認可）２０２４年（令和６年）５月３０日　（木曜日） 【本紙２部】第２部

従
来
品
の
﹁
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｘ
７
﹂
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
た
最
新
版
﹁
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｘ
９
﹂

　
測
量
機
器
の
販
売
・
修
理
・
レ
ン
タ
ル
な
ど
を

主
な
事
業
と
す
る
千
代
田
測
器︵
東
京
都
台
東
区
︶

は

ニ
コ
ン
・
ト
リ
ン
ブ
ル
社
の
３
Ｄ
レ

ザ


ス
キ

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
　

Ｘ
９
﹂
の
取
り
扱
い
を
始
め
た

全
世
界
の
測
量

・
建
設
・
建
築
分
野
で
高
い
実
績
の
あ
る
﹁
Ｔ
ｒ

ｉ
ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｘ
７
﹂
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
最

新
版
で

自
動
キ

リ
ブ
レ

シ

ン
機
能
な
ど

の
使
い
勝
手
は
そ
の
ま
ま
に

ス
キ

ン
の
距
離

は
約
２
倍
の
最
大
１
５
０


ス
キ

ン
ス
ピ


ド
も
約
２
倍
に
な
り

毎
秒
１
０
０
万
点
に
向
上

し
て
い
る


　
現
地
で
取
得
し
た
デ

タ
は
専
用
の
操
作
用
タ

ブ
レ

ト
Ｐ
Ｃ
で
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
こ
と
も
特

徴
だ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
自
動
合
成
を
搭
載
し
て
お

り

３
次
元
計
測
に
お
け
る
作
業
負
担
の
大
幅
な

軽
減
が
期
待
で
き
る


　
ま
た

自
動
整
準
機
能
に
よ
り
水
平
を
出
す
手

間
が
か
か
ら
ず

タ

ゲ

ト
な
し
で
も
高
精
度

な
点
群
計
測
を
可
能
と
し
て
い
る


　
本
体
重
量
は
６
・
０

︵
バ

テ
リ

込
み
︶

と
軽
量
で
取
り
回
し
や
す
く

ス
キ

ナ

を
取

り
付
け
た
ま
ま
持
ち
運
べ
る
軽
量
カ

ボ
ン
製
三

脚

マ
グ
ネ

ト
ア

ム
で
の
鉄
骨
へ
の
つ
り
下

げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
対
応
で
き
る


　
Ｘ
９
の
コ
ン
ト
ロ

ル
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
﹁
Ｆ
ｉ

ｅ
ｌ
ｄ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
︵
フ


ル
ド
リ
ン
ク
︶
﹂
を

併
用
す
る
こ
と
で

取
得
し
た
点
群
デ

タ
と
Ｂ

Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
現
地
の
状
況
と
重
ね
合
わ
せ
な
が

ら
デ

タ
を
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
だ


　
千
代
田
測
器
ソ
リ


シ

ン
営
業
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ

営
業
グ
ル

プ
の
樋
口
翔
大
係
長
に
よ
る
と


﹁
導
入
し
た
ユ

ザ

か
ら
は
﹃
足
場
計
画
の
作

成
時
に
同
機
材
で
現
況
を
計
測
し

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ

ル
を
作
成
し
た
と
こ
ろ

材
料
の
数
量
算
出
な
ど

を
ス
ピ

デ


か
つ
的
確
に
で
き
た

無
駄
な

経
費
や
労
務
の
削
減
に
加
え

手
戻
り
の
防
止
に

も
役
立

て
い
る
﹄
と
い

た
反
響
が
あ

た
﹂

と
い
う


　
樋
口
氏
は
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
作
成
し
た
も
の

の
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
良
い
の
か
悩
ん
で
い

る
と
い
う
人
も
多
く
い
る

Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
　

Ｘ
９
は
そ
う
い

た
人
に
も
お
勧
め
で
き
る
製
品

だ

　

当
社
は
デ

タ
の
計
測
の
サ
ポ

ト
サ


ビ
ス
な
ど
も
提
供
し
て
い
る
の
で

　

何
か
困
り

ご
と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
﹂
と
語


た


安藤氏

限界までＢＩＭモデルを作り込む

　
土
木
と
建
築

の
両
分
野
で
事

業
展
開
す
る
構

造
設
計
事
務
所

の
ベ
ク
ト
ル
・

ジ

パ
ン
︵
東

京
都
中
央
区
︶
が

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
武
器
に
事
業
領
域

の
拡
大
に
動
き
出
し
た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ
フ
ト
﹃
Ｒ
ｅ

ｖ
ｉ
ｔ
﹄
に
よ
る
３
次
元
配
筋
図
の
提
供
を
き


か
け
に
構
造

意
匠

設
備
の
各
モ
デ
ル
を
統
合

し
た
ワ
ン
モ
デ
ル
の
提
案
活
動
も
ス
タ

ト
し
て

お
り

ゼ
ネ
コ
ン
や
建
築
設
計
事
務
所
か
ら
の
協

力
依
頼
に
つ
な
が

て
い
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
成
長
戦

略
に
位
置
付
け
る
協
力
事
務
所
の
先
行
事
例
と
し

て
注
目
さ
れ
そ
う
だ


　
１
９
９
０
年
設
立
の
同
社
は
土
木
を
主
体
に
活

動
し
て
き
た
が

年
間
を
通
し
て
業
務
量
を
確
保

す
る
た
め

建
築
構
造
に
も
活
動
領
域
を
広
げ
て

き
た

年
前
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
に
舵
を
切
り


２
０
１
８
年
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
課
を
設
立
し

現
在
は


人
の
設
計
担
当
全
員
が
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
を
は
じ

め

オ

ト
デ
ス
ク
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
関
連
ソ
フ
ト
を
活

用
で
き
る
社
内
環
境
を
整
え
て
い
る


　
安
藤
社
浩
二
社
長
は
﹁
限
界
ま
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ

ル
を
作
り
込
む
こ
と
を
徹
底
し
て
お
り

そ
れ
が

事
業
領
域
拡
大
の
原
動
力
に
つ
な
が

て
い
る
﹂

と
明
か
す


　
同
社
最
大
の
強
み
は
構
造

建
築

設
備
を
統

合
し
た
ワ
ン
モ
デ
ル
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
展
開
で
き

る
モ
デ
リ
ン
グ
力
だ

﹁
構
造
設
計
事
務
所
の
わ

れ
わ
れ
が
意
匠
や
設
備
の
部
分
ま
で
モ
デ
ル
化
す

る
こ
と
で

建
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
下
支
え
役
と

し
て
業
務
の
最
適
化
に
貢
献
し
て
い
く
﹂
と
強
調

す
る
よ
う
に

首
都
圏
で
進
行
中
の
あ
る
建
築
プ

ロ
ジ

ク
ト
で
は
基
本
設
計
の
初
期
段
階
か
ら
参

加
し

構
造

意
匠

設
備
の
ワ
ン
モ
デ
ル
を
構

築
し

設
計
工
期
の
２
割
短
縮
を
下
支
え
し
た


　
力
を
注
ぐ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
教
育
も
特
徴
の
一
つ
と
し
て

評
価
さ
れ

外
部
へ
の
提
供
に
も
乗
り
出
し
た


同
社
は
１
日
８
時
間

ト

タ
ル
３
カ
月
の
独
自

カ
リ
キ

ラ
ム
を
確
立
し
て
お
り

今
年
４
月
に

は
企
業
か
ら
の
受
講
生
を
受
け
入
れ
始
め
た

要

望
が
増
え
れ
ば
外
部
に
専
用
ス
ペ

ス
を
確
保

し

教
育
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
く
方
針
だ


　
設
計
の
配
筋
デ

タ
を
工
場
の
加
工
機
に
共
有

し

出
荷
ま
で
を
コ
ン
ト
ロ

ル
す
る
鉄
筋
の
受

・
発
注
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し

ビ
ジ
ネ
ス
特
許
も

取
得
済
み
だ

安
藤
氏
は
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
日
本
一
の

協
力
事
務
所
を
目
指
す
﹂と
し
現
在

人
体
制
で

年
間
７
億
円
の
売
り
上
げ
を


年
後
に
２
０
０

人
体
制

億
円
規
模
ま
で
拡
大
す
る
成
長
戦
略
を

描
い
て
お
り
株
式
上
場
も
視
野
に
い
れ
て
い
る


搬出入に関するBIM活用ニーズが多い

　
三
谷
産
業
空
調
首
都
圏
事
業
部
は

設
計
・
施

工
で
使
う
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
統
一
し

点
群
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
連
動
し
て
生
産
性
向
上
の

メ
リ

ト
を
追
究
し
て
い
る

４
月
か
ら
建
設
業

界
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る

中

同
社
は
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
具
体
的
な

ツ

ル
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
位
置
付
け

企
画
設
計
部
Ｂ

Ｉ
Ｍ
室
を
中
心
に
現
場
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て

い
る


　
２
０
１
６
年
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
推
進
室
と
し
て
発
足
し

て
以
来

Ｂ
Ｉ
Ｍ
室
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
高
度
利
用
に

向
け
て
着
実
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

社
内
だ
け

で
な
く
他
社
現
場
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
も
支
援
し
て
い

る

ま
た
２
０
０
人
を
超
え
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
リ
ン

グ
ス
タ

フ
が
在
籍
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
ル

プ

会
社
・
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
社
と
連
携
し

オ

ダ

に
迅

速
に
対
応
し
て
い
る


　
同
社
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
は

作
業
所
で
の
モ
デ
リ

ン
グ
作
業
を

Ｂ
Ｉ
Ｍ
室
が
引
き
受
け
る
こ
と
で

現
場
の
負
荷
低
減
を
図

て
い
る


年
問
題
へ

の
対
策
を
強
化
す
る
た
め

従
来
は
現
場
で
対
応

し
て
い
た
軽
微
な
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
リ
ン
グ
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ

室
が
引
き
受
け
る
こ
と
で

現
場
の
省
力
化
を
進

め
る


　
近
年

Ｂ
Ｉ
Ｍ
室
が
特
に
効
果
を
実
感
し
て
い

る
の
が

３
次
元
ス
キ

ナ

で
取
得
す
る
点
群

デ

タ
の
活
用
だ

既
存
施
設
や
構
造
物
に
お
け

る
設
備
の
取
り
合
い
を
確
認
す
る
た
め

現
場
か

ら
の
依
頼
が
増
え
て
い
る


　
特
に
需
要
が
あ
る
の
が

機
械
の
搬
出
入
の
シ

ミ

レ

シ

ン
だ

点
群
で
作
成
し
た
現
況
モ

デ
ル
の
上
に

動
か
し
た
い
機
材
や
設
備
の
３
次

元
モ
デ
ル
を
配
置
し

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
搬

出
入
が
で
き
る
か
を
検
証
し
動
画
に
ま
と
め
る


山
本
哲
也
室
長
は
﹁
開
口
部
を
壊
す
こ
と
な
く
機

械
の
搬
出
入
を
で
き
る
か
シ
ミ

レ

シ

ン
す

る
た
め
施
工
計
画
の
検
討
に
役
立
つ
﹂と
い
う


　
同
社
は

フ
ロ
ン
ト
ロ

デ

ン
グ
に
よ
る
手

戻
り
の
解
消
こ
そ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
最
大
の
メ
リ


ト
に
考
え

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
社
と
連
携
し

工
事
が

始
ま
る
前
段
階
で
施
工
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
入
手
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る

現
場
が
事
前
に
３
次
元

モ
デ
ル
の
形
状
を
見
て

問
題
点
な
ど
の
早
期
洗

い
出
し

施
工
段
階
の
負
荷
低
減

手
戻
り
防
止

に
活
用
す
る

山
本
室
長
は
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ
フ
ト
が

持
つ
自
動
計
算
機
能
な
ど
を
施
工
側
も
利
用
で
き

る

例
え
ば
ダ
ク
ト
に
か
か
る
静
圧
は

施
工
図

を
起
こ
す
と
設
計
段
階
と
変
わ
る
こ
と
が
あ
る


ダ
ク
ト
サ
イ
ズ
の
選
定
に
影
響
す
る
た
め

検
証

を
早
い
段
階
に
行
う
メ
リ

ト
は
大
き
い
﹂
と
実

感
す
る


　
今
後
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
標
準
化
を
基
盤
に
生
産
性
向
上

の
ニ

ズ
に
応
え
て
い
く
方
針
だ


建設現場の年問題の解決に貢献する

　
福
井
コ
ン
ピ


タ
ア

キ
テ
ク
ト
は

国
産

Ｂ
Ｉ
Ｍ
建
築
設
計
・
施
工
支
援
シ
ス
テ
ム
の
最
新

版
﹃
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
２
０
２
４
﹄
︵
グ
ロ

ブ
︶

を
リ
リ

ス
し
た

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制


就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化

資
機
材
の
高
騰
な
ど

が
進
む
中

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
作
業
時
間
短
縮
や
積

算
精
度
向
上

適
正
工
期
な
ど
を
図
る

山
崎
敬

史
Ｂ
Ｉ
Ｍ
事
業
部
部
長
は
﹁
建
設
現
場
の
２
０
２

４
年
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
﹂
と
コ
ン
セ
プ

ト
を
語
る


　
施
工
用
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で
は

躯
体
計
画
の
機
能
強
化
と
し

て
躯
体
図
の
寸
法
・
記
号
の
自
動
調
整
機
能
を
搭

載
し
た

寸
法
や
記
号
の
文
字
が
重
な
る
と
図
面

側
で
重
な
り
を
避
け
る
位
置
に
自
動
で
調
整
す
る

た
め

加
筆
修
正
の
省
力
化
や
躯
体
図
の
見
や
す

さ
を
大
幅
に
向
上
す
る

従
来
の
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

に
比
べ
約

％
の
作
業
時
間
短
縮
を
実
現
す
る


山
崎
部
長
は
﹁
自
分
で
は
見
つ
け
づ
ら
い
と
こ
ろ

を
ソ
フ
ト
が
自
動
修
正
し

す

き
り
し
た
見
や

す
い
図
面
に
な
る
﹂
と
効
果
を
語
る


　
フ
カ
シ

増
し
打
ち
表
現
も
強
化
し
た

階
複

写
時
の
梁
・
ス
ラ
ブ
の
自
動
追
従
や
複
数
部
材
へ

の
水
勾
配
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働き方改革におけるＢＩＭのメリット

ＣＡＤ担当者の作業負担を減らす

ファーストクルー

高橋　伸明氏

オープンＣＤＥ基盤に情報共有

グローバルＢＩＭ

矢嶋　和美氏

新しいワークフローの実現が近道
イズミコンサル
ティング　　　
西井　祐樹氏

３次元モデルと２次元図面を連動
コダマ　　　　
コーポレーション
小玉　博幸氏

ＢＩＭを基軸とした建設ＤＸの活用

ＮＹＫシステムズ

川上　裕二氏

点群データと融合して施工支援
福井コンピュータ
アーキテクト　　
山崎　敬史氏

モデル中心の業務に親しもう

ＰＬＵＳ．１

大島　友延氏

ＢＩＭプロセスを見える化する

応用技術

小西　貴裕氏

粒状化データで業務の自動化

オートデスク

羽山　拓也氏

年問題の突破口に

千代田測器

平野　啓太郎氏

ＢＩＭが生み出す技術の共有に期待
ベクター　　　　
ワークスジャパン
木村　謙氏

導入だけでは生産性向上にならない

ベクトル・ジャパン

安藤　浩二氏

ＢＩＭ連携積算に時間短縮効果

日積サーベイ

清水　達広氏

情報資産として価値を高め、生産性向上へ

数野　博義氏

柔軟な設計変更対応と徹底的な作業効率化

Ｕ＇ｓ　　Ｆａｃｔｏｒｙ

上嶋　泰史氏

自動生成機能でモデル構築省力化

日本ファブテック

播磨　裕敏氏

ＢＩＭは唯一の信頼できる情報源
グラフィソフト
ジャパン　　　

トロム　ペーテル氏

ＢＩＭ化することが情報の統合

ビム・アーキテクツ

山際　東氏

ＢＩＭ化は目的ではなく効率化の手段

ダイテック

山田　修平氏

（２３） （第三種郵便物認可）２０２４年（令和６年）５月３０日　（木曜日） 【本紙２部】第２部

　鉄骨業界では、二次部材、付帯鉄
骨のもの決まりが遅いことにより、
早期に鉄骨の詳細部をＢＩＭモデル
に反映できない。またファブ側の対
応期間が圧迫され、工期が大きく乱
れる、ＣＡＤ担当者の負担が増える
などの課題がある。
　その課題を解決するために、１つ
のモデルを複数人で入力できる共同
作業型オペレーションを推奨してい
る。弊社のＦＡＳＴ　ＺＥＲＯでは
共同作業を標準機能とし、ＣＡＤ担
当者一人にかかる負荷を減らし働き
方がラクになる。

　また、新発売
のＦＡＳＴ　Ｚ
ＥＲＯチーム　
Editionは、二次部材、付帯鉄骨の
共同入力のみ可能とすることでコス
トを抑えて導入ができる。共同作業
オペレーションを浸透させることで
鉄骨業界の働き方を変えていきたい
と考える。
（マーケティング部マネージャー）

　一言で働き方改革といっても建設
業において簡単に業務の態様を変更
することは難しい。現状の業務フロ
ーではこの働き方改革も生産性の向
上も無理なので抜本的な対応が必要
だ。しかも高いハードルを掲げても
これを実現することは難しい。建設
現場あるいは設計の現場ではＢＩＭ
が投入されて久しいが、ＢＩＭ単独
では効果も薄くないか。弊社はＩＦ
ＣベースのオープンＣＤＥを基盤と
し関係者間の情報共有を徹底するこ
とでプロジェクト全体の生産性を急
速に向上させる支援を開始してい

る。ノルウェー
のカテンダ社開
発のＣａｔｅｎ
ｄａ　Ｈｕｂがそのツールである。
ｏｐｅｎ　ＢＩＭのワークフローを
Ｃａｔｅｎｄａ　Ｈｕｂを活用し、
その得られる多大な効果を多くの企
業に体感していただきたいと切に思
う。

（代表取締役社長）

　ＢＩＭの導入により、設計作業が
省力化されたという声を聞く一方、
導入を始めたばかりの方からはまだ
上手く活用できず、干渉チェックな
ど特定の機能のみ活用しているとい
う話を聞く。設計という分野は、さ
まざまなツールを駆使して業務を行
う。ＢＩＭを活用することは設計の
修正手間やミス低減、ツール間の連
携実現など、大きな業務効率化につ
ながる。しかし、従来にこだわり同
じことを実現しようとすると時間だ
けがかかってしまう。当部門はＢＩ
Ｍ実務者をサポートするためのサー

ビスを提供して
いる。これらを
活用するには、
新しいワークフローを取り入れ、省
力化を実現させるという考えを持つ
ことが必要と考えている。それこそ
がＢＩＭを最大限活用し、働き方改
革へつながる近道である。
（ＢＩＭソリューション事業本部事
業推進部副部長）

　さまざまな業界で働き方改革が声
高に叫ばれて久しいが、中々それを
実現できている企業は少ないのでは
ないか。ＢＩＭはＰＣ上で３Ｄ設計
を行うだけでなく、建物、部材、空
間等の属性情報を３Ｄモデルに付与
することで、設計だけでなく施工や
維持管理に必要な情報を一元管理
し、業務における手戻りを大きく削
減することを可能とする。一方、Ｂ
ＩＭを導入したものの、３次元モデ
ルと従来の２次元図面の二重管理が
続き、工数増加につながってしまう
ケースもある。

　当社の扱う　
TopSolid は Ｂ
ＩＭに対応し、
３次元モデルと２次元図面の連動を
実現しているため、３次元モデルを
修正すれば自動で２次元図面も修正
される。データの一気通貫を実現し、
業務の手戻りを削減することで、業
務効率や生産性の向上を可能とする
システムである。（代表取締役社長）

　本年４月からの時間外労働上限規
制適用に伴い、業界の大手企業を中
心に働き方改革を目的としたデジタ
ル化の取り組みが進んでいる。ＢＩ
Ｍ視点で捉えた場合、構築したデジ
タルデータをいかに有効活用するか
が焦点であり、ＢＩＭデータから出
力できる各種属性情報を設計支援ツ
ールや施工管理アプリなどにつな
げ、相互にデータ運用することで目
指すべき建設ＤＸに到達できるので
はないだろうか。
　ツール単体の機能だけを個別に利
用するだけでは、飛躍的な生産性向

上にはつながら
ないため、従来
の業務内容を見
直し、業務の専門性に特化したツー
ルを適材適所で採用しながら、新し
い業務フローを構築し、社内展開す
ることが重要だと考えている。

（営業部グループ長）

　生産性向上には現場でＢＩＭデー
タをどのように活用するかが鍵とな
る。当社は効率的な施工図作成と正
確な部材数量の拾い出しで施工計画
を支援するとともに、ＢＩＭモデル
から根切り・杭芯・基礎などの位置
を取得し、ＩＣＴ建機や測量機器と
の連携による生産性向上の取り組み
を行っている。
　また点群データを現況地形データ
として掘削土量の算定に、現場周辺
データとして重機や足場の干渉、搬
入動線の検討に施工後の出来形チェ
ックに活用するなど、ＢＩＭデータ

と点群データを
融合することに
よる施工支援に
も取り組んでいる。少人数で安全な
生産性の高い建設現場の実現にはＢ
ＩＭの活用は非常に有効であり、Ｂ
ＩＭの現場活用を今後も推進してい
く。

（ＢＩＭ事業部部長）

　中堅こそ今、新しいコミュニケー
ションツールに移行すべきである。
これからの業務はいやおうなしに図
面中心の業務からモデル中心の業務
に移行する。地球上のあらゆる場所
から発注者も設計者もオペレーター
もＣＤＥにアクセスし、モデリング、
分野間調整、図面指摘、指示、承認
を行う。情報は必然的に集約され、
建築モデルとして昇華される。ＡＩ
が普通に導入され、そこには図面と
いう副産物は存在せず、業務は今ま
でとは比べ物にならないほどスピー
ドアップする。「図面が読めなくて

はだめだね」が
「モデルが読め
なくては駄目だ
ね」になる。メールからＳＮＳに移
行したように、普段から少しずつ新
しいコミュニケーションツールに親
しんでいけばよい。できれば実際に
手を動かして体で覚えていこう。昔、
手が黒くなるまで図面を書き込んで
いたように。　（代表取締役副社長）

　建設プロセスは多くの会社間連携
で成り立つ。そこに一定の標準ルー
ルは必要だが、多くはコミュニケー
ションでカバーしなければならな
い。つまり、コミュニケーションの
改善が生産性向上のカギである。Ｂ
ＩＭは、コミュケーションの解像度
を上げるための手段であり、作るこ
とが目的ではない。
　設計コストマネジメントの観点で
は、過剰なＢＩＭとならないように
ＢＩＭ化の範囲と適切な解像度を定
めることが重要である。
　われわれは、試行錯誤の末にたど

り着いた美保テ
クノスの成功体
験に基づき、Ｂ
ＩＭプロセスを見える化する「Conn
ecT.one Insight」を開発した。Ｂ
ＩＭのハードルを下げる手段として
活用していただければ幸いである。

（常務ＤＸ事業統括責任者）

　世界的にＢＩＭデータベースへの
需要が高まり、後工程や次案件への
データ活用が求められている。
　当社はこれに応えるべく、データ
活用基盤となるプラットフォームＦ
ｏｒｍａの開発に注力している。
　Ｆｏｒｍａは、他社ソフトウェア
も含めたＢＩＭやＣＡＤファイルを
構造化されたデータ形式、すなわち
粒状化データとして蓄積することが
可能である。
　これにより設計、施工、運用のワ
ークフローが一元化され、蓄積した
データにＡＰＩで接続することによ

りリアルタイム
の洞察を得た
り、クラウドコ
ンピューティングを利用した自動化
が可能になる。
　当社はデータをつなぐプラットフ
ォームＦｏｒｍａを提供し、業界全
体の働き方改革に貢献していく。
（技術営業本部建築ソリューション
部部長）

　当社は、測器販売代理店として各
メーカーの多種多様な商材を取り扱
っている。最近ではＢＩＭデータを
活用して出来形計測を行う製品が増
えており、当社でも数々のフィール
ドで導入してきた。
　従来の２Ｄのみで行う作業より、
ＢＩＭデータを活用した作業の方が
作業員の理解度や生産性が向上し、
図面読み取りミスなども軽減するこ
とができ、結果的にコストも下げる
ことが出来た。
　計画段階で作り上げたＢＩＭデー
タをフィールドでどう活用するかが

年問題解決
への突破口にな
ると当社は考え
る。
　当社は〝計画・施工・保守メンテ
ナンス〟といったサイクルの中でど
の段階でもＢＩＭデータを有効活用
できるようハード・ソフトウェア両
面からユーザーサポートをしていき
たいと考えている。　（代表取締役）

　働き方改革は、需要に対する働き
手不足の解消のため、業務のＩＣＴ
化、標準化により効率化すること
が重要だが、これらは同時に他業
界の人材を活用することにもつな
がる。
　また、ＩＣＴ技術はデザインと成
果物がより近くにあり、生産技術の
共有や更新が早くそこから学ぶこと
も多い。
　例えば、ソフトウェア開発では、
オープンソースの枠組みのように、
世界規模で技術の共有が行われてい
る。建設業界でもＢＩＭという考え

方のもと技術の
共有が進んでい
るように感じて
いる。
　デザインの面では、より効率よく
生産できるものを設計する必要があ
り、求められているものが高度にな
っている。ここでもＢＩＭによる技
術の共有が進むことを期待してい
る。 　（取締役事業統括）

　ＢＩＭの導入は、単にそれだけで
は生産性の向上にはならない。年
間の運用実績から得た重要な２点に
ついて提言する。
　１つは「ワンモデルとデジタルツ
イン」。ＢＩＭの最大のメリットは、
意思決定の迅速化にある。意匠設計、
構造設計、設備設計の一体モデルを
早期に作成、互いに干渉や動線の確
認をすることで設計関係者の理解を
早め、設計工期全体の短縮化を図る。
　２つ目は「ＣＤＥとデザインレビ
ュー」。ＣＤＥ（共通データ環境）
とデザインレビューの組み合わせは

設計のＤＸ。ク
ラウドに最新モ
デルを展開し、
設計者全員が統合モデルを確認す
る。共通認識下での設計と、関係者
参加のデザインレビューは早期の問
題解決に繋がる。
　上記２点の実践は、設計時間の約
二割削減を可能とし、正に設計の働
き方改革を実現する。（代表取締役）

　当社は積算事務所であるが、積算
業務は設計業務の最終部分にあた
り、残業を余儀なくされることが多
い。
　積算業務におけるＢＩＭのメリッ
トは、ＢＩＭ連携積算における時間
短縮効果がある。現状ではＢＩＭ連
携により約程度の短縮効果が
ある。今後、ＢＩＭ・積算のソフト
ウェア相互の連携効率化が進むこと
により更に短縮効果が見込め、業務
時間や残業時間を縮小することが可
能である。
　ただ課題もあり、ＢＩＭに正確な

情報が入ってい
なければ手戻り
が多くなり、時
間短縮にならないこともある。そう
ならないためには設計者・積算者の
ＢＩＭ知識の習熟や、相互理解を深
めることが大変重要である。

（代表取締役）

Aureole Constructi
on Software Develo
pment Inc.

　ＢＩＭ活用により働き方改革のメ
リットを得るには、生産性向上より
も付加価値向上に着眼すべきだ。Ｂ
ＩＭデータの情報資産としての価値
を高めることが、結果的に生産性向
上をもたらす。
　ところが、ＢＩＭ活用の実践現場
では、生産性向上のために取り組ま
れることが多く、一方で、データ作
成には相当の業務量が必要となるた
め、ＢＩＭは目論見通りのメリット
がない、と評価されてしまうことも
あるようだ。
　当社は、人超のベトナム人技

術者を擁してお
り、その豊富な
人材基盤とベトナム人の高い技術力
によりＢＩＭデータの価値向上を実
現できると考えている。ＢＩＭデー
タの価値を提供することによりお客
様の働き方改革に貢献していきた
い。

（取締役社長）

「ＢＩ　Ｆｏｒ　ＡＣ」はパラメトリ
ックなオブジェクト提供と、３次元
モデルの自動化・最適化を駆使し、
設計・施工・積算・協力会社にとっ
て実務対応実績の多いソフトウエア
である。従来手法で、同じ出力形式
（施工図・数量・仕様）を提供する
には、共通のルールを決めなくては
ならない。
　本ツールでは多くのユーザーとと
もに年以上をかけて日々の更新を
継続し、「こんなのあったらいいな」
を実現してきたことで、誰が作業し
ても、専門家が提供するアウトプッ

トに近づいてき
た。
　ＢＩＭの実務
活用とは、柔軟な設計変更対応と、
エビデンスを簡単に残しながら、徹
底的な作業効率化を行うことであ
る。このコンセプトをソフトウエア
に落とし込み、全国各地に絶賛普及
中である。 　（代表取締役）

　働き方改革関連法が年４月か
ら建設業にも適用され、人材不足で
長時間労働が常態化している現状を
是正しなければならない。
　当社では業界の抱える課題の解決
へＫＡＰシステムを用いて貢献した
い。例えば承認を得て材料手配や現
寸作業を行うが不完全なモデルで
は、出力資料の修正、確認を必要と
し建方日が差し迫った状況下では業
務時間が膨れ上がってしまう。
　ＫＡＰシステムではモデルを隅々
まで正確に構築することが可能なた
め、これらの作業時間を大幅に削減

する。
　また近年では
自動生成機能を
拡充し、モデル構築の省力化を推進
している。働き方改革によって労働
環境の見直しや生産性の向上が急務
とされる中、ＫＡＰシステムは一翼
を担う存在を目指す。
（ＫＡＰ・ＥＧリング事業部長）

　仕事をする時間と場所を自由に
選択できることで、無駄を省いてラ
イフワークバランスを改善すること
は働き方改革の最も大きな利点の一
だ。ＢＩＭは建築プロジェクトのク
ラウド上で信頼できる唯一の情報
源になり、関係者の誰もがいつでも、
どこからでもその情報にアクセス
し、それを編集、活用することが
できる。
　当社のコラボレーションソリュー
ション「BIM　cloud」を利用するこ
とで、多くの建築関連企業がコロナ
禍でスムーズにテレワークに移行

し、その後も働
き方改革の目的
でＢＩＭの活用
を広げている。
　最もアナログで労働環境が厳しい
と言われる建築業界を、ＢＩＭは一
気にデジタルで働きやすい魅力的な
業界に変化させる、なくてはならな
い存在に、既になっている。

（代表取締役社長）

　働き方を改革の基本は、仕事をま
とめて効率化することである。ＢＩ
Ｍを活用することで、一人での業務
量を増やすことも、専門性に分けて
分業することもできる。専門性に分
けることで地方人材や建築未経験者
をＢＩＭオペレータとして教育し人
材確保もできる。ＢＩＭでは仕様に
基づく正確な図面や３Ｄモデルを作
成することも、建具や躯体の数量を
集計することもできる。図面から情
報を統合し整合性を確保する必要は
ない。ＢＩＭ化することが情報を統
合することになるからだ。図面を効

率的に作成する
ことよりも、Ｂ
ＩＭモデルから
得られる情報で迅速に判断できるこ
とがメリットだ。ＢＩＭは、新しい
働き方や人材確保、技術伝承など課
題解決に寄与するツールの一つにな
る。

（代表取締役社長）

　建設業の就労人口が減少傾向にあ
り、ＤＸを活用した業務効率化は必
須である。その中でのＢＩＭは現時
点で効率化の特効薬となり得ていな
いが大きな可能性を秘めている。
　モデルによる視認性の高さ、属性
情報を活用した数量算出の精度向
上、時間軸を取り入れた４次元対応
などのメリットにより、円滑な合意
形成や手戻り工事の減少、高精度の
積算・発注、維持管理での中長期の
修繕予算シミュレーションが可能と
なる。
　今なお図面を中心とした業務フロ

ーが大多数で、
ＢＩＭでの効率
化には障壁が多
い。
　業務のＢＩＭ化が目的ではなく、
業務効率化を目的としたＢＩＭ活用
という視点で業務フローに自然とモ
デルが取り入れられれば、ＢＩＭ標
準化に拍車がかかる。
（ＣＡＤ事業本部ＣＡＤ営業部部長）
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